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奄美大島のトン普通語と糊悼島のウチナーヤマトゥグチの

言語形式に見られる共通点と相違点

ダニエル・ロング

1. はじめに

本稿では、奄美大島の若者の聞で話されているトン猷麗世沖縄本島の若者の問で

話されているウチナ」ヤマトゥグチの共通点と相造転を採る。 トン翫庫署は奄美の伝

統方言ではなく、奄美方言(奄美語)を母語とする人々が標準日本語を第三言語とし

て習得した際に生じた一種の中間言語と陪切言語体系のことを指す。

奄美大島と沖縄本島のそれぞれで伝締拘に使われていた言語(奄美語、狩縄語)は

同じ臓鰭苦系統の言語であり、その下位分類でも同じ北漸時系に分類される言語であ

る。すなわちトン普通語とワチす」ヤマトゥグチは同じ北高齢R系のことばを基層言語
とし、同じ標準日本語を上層言語としている。 トン普通話とワチナ」ヤマトワグチの

両方の言語体孫同妾触言語(接触家宅司であるが、同じ系統の記長言語を持つ。すな

わち、両者の言語的ルーツは似ているので共通点が多いという予測が成り立つ。

トン部屋語とウチす」ヤマトゥグチは伝統方言と標準語との欄虫によって生じたと

いう意味においてはネオ方言とも呼ペる。しかし、大阪ヰヰ高岡といった本士洛地のネ

オ方言とは大きく異なる点がある。本土のネオ方言は「在瀬坊言が標準語の影響を受

けて変化した」と言える。というより、これが「ネオ方言」の定義そのものである。

よって、大阪のネオ方言は関西方言l7.)---j重であり、福岡のネオ方言は叫11方言。寸萱

と言える。それに対してトン猷重語とウチナーヤマトワグチは上で述べたように、琉

球語を母語とする人々が標準日本語を第三言語として習得しようとした時に形成され

た中間言語である。繍豹な榊皆や奄美語よりも、はる制こ標準語の方に近川言

語体系として出来球語の一種ではなく、ある意味では関東方言の一種として位置付け

られるべきである。別の言い方をすると、もし倒的な榊臨し村否せない刈丸、た

ら偶在そういう人はたぶ材班しないが、仮にいたとしたら)その人はワチナ」ヤ

マトゥグチほ理解できないだろう。しかし、標準語し村長からないM'慎はそこま
で届婚に言わなくても、「全国共通語しかしゃべれない人」でも良いが)許縄ヰ脅議ト

行ったら、さほど困難なくそれぞれの地域のトン翫爵苦やウチナーヤマトゥグチを理

解することはできる。本土各地で指摘されている「ネオ方言」は韮層言語 Gえ統方言)
と岬旺瑚髄が高いが、臓障地域のこの2つの欄醸種l扮しろ上層言語(標準

語)との相互理解がある。

本稿で取り上げるデータは、筆者が2α淘年7月に行なった面接調査のデータであ

る。被調査者は奄美大島出身の4人だった。当時ほ琉球大学の2年生だったの千年

以上持綱本島で暮らしていた。インフォーマント(出身地性別、頭文字)は、名瀬

出身の男性N氏、名瀬出身の女性F氏、笠刑出身の男性H氏、古仁:屋出身の男性T
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氏である。 NとFの調査は同時に行なったが、これは調査に悪影響を与えた様子はな

かった。つまり、相手の巨俗に引きずられたというより、相手とのことばの捉えかた

の違いに車l放を受けてなおさら詳しい情報を提供してくれたという印象すら受けた。

伝統方言において北部の名瀬・笠利と南部の古仁屋は違いを見せているが、著者の

使用言語においてはさほど変わらないというのは布砂時一般の見解でもあり、 4人の

インフォーマントの意識でもあった。それでも本稿で4人の回答が異なる時にそれに

触れる。面接調査項目は筆者が選んだものである。その際参考としたのは倉井則雄

(1987)の『トン甑蕗香の処完築』のほれ筆者が2∞4年11月に大島克宇にて奄美大
島出身の回歳代男出荷倒的を対象にした聞き取り調査結果であった。調査者

が尋ねたのは七十数項目だつたが、被調査者は全員積極的に奄美と沖縄の両方におけ

る使用状況や意味、発音、使い方などの詳細について教えてくれたため、それぞれの

讃置は2時間程度かかった。

2. 方言官軍偉

ウチナーヤマトゥグチとトン猷薗部土沖縄本島と奄美大島のそれぞれρ若者が使う

2つの言語体系である(中高年が使う場合もあるが、本稿で問題にしているのは若年

層の使用である)。これらの言語体系には様々な起源をもっ言語事象f語集文法項目)
がある。起源による仮の分類を言tみる。まず、(1)r存謝訪言と同形語」のものがあ
る。これらは語ず効率瀬訪言に由来するものであるo例えば奄美の若者はアパスとい

う魚名を使う(標準語.ハリセンボン)。これは伝統方言の単語だが、伝瀬坊言が使え

ない若者も使っているので、 E灘には「倒肢7言に由来するトン翫亘語の単語」と分

類すべきものである。この市瀬坊言と同形語」の下位分類として、(1a)意味が変

化していないものと (1b)意味が変化したものの2種類が挙げられる。後者は例え

ば、ウチナーヤマトワグチの程度同問「でーじ」である。「でーじ暑1t'J は「とても暑

い」の意味である。語形そのものは儲危方言に由来するが、意味がそれから変化して

きている。儲常では「とても」という意味ではなく「でーじゃっさ!Jぴ変だよ!) 

のように使われていた。しかし、標準語で「犬家暑い」とし、う使い立7ができるように、

ウチす」ヤマトゥグチでは「でーじ暑い」という表現が使えるようになった。次に (2)

「標準語と同形だが、意味が異なる」ものが挙げられる。これは上記のような下位分

類がな川当然、形式と意味の両方主主標準語と同等であれば、それ~J標準語そのもの

になるからである。

ここで萌該椋統の言語である許縄語(狩絹方言)と奄美語(奄美方言)に共遣する

いわゆる方言語葉を見ょう。

上司臨たハリセンボン偽名)を意除するアパス(沖縄:アパサー)は4人共使

うと答えた。この単語陪標準語にも置き換えられていないし、「弱疎共通語」とも言え

るt神港本島の語形にも置き換えられていない。 トン普通話の普及によって、奄美の伝
統方言の文混或矧リが忘れられて、その発音体系が消えてしまっているのは事実だが、

こうした個別単語の形で、伝説的な奄美語が現在のトン猷畠語に(剖診拍句に)生き残
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っていると言える。

許権幹若年層の聞で生産的に見られる指4辞「グヮ」帽グヮ、ドゥシグヮなど)は
奄美では廃れているようである。奄美語は有予言化しないクヮがあるが、今回の若年層

話者は「鳥ックワ」とし、った例を挙げながら「鞘諸の言い方」と説明している。

驚きを表す奄美のレ、ゲー」は沖縄で「アゲー」と言う。倉弁(1987:124)はこれを

女世話と述べており、 f判明目においてアゲーも女性ことばだという人がいる。今回の奄
美のインフォーマントは男女共に「ハゲー」も「アグー」の両形を使うと答えた。が、

若者がレ、ゲー」も「アグー」も使うのに対して奄美Hの年配者はレ、ゲー」のみと答

えている。本来耕輔のことばだったアゲーが奄美に入り込みつつあるのだろう均、

「イギー」を倉弁が「交情ち方、審い」と訳している(向上 126)が、奄美の中年期生

はイギーを「わじわじしたり、いらいらしたりするときに使う表劃と説明している。

神鋼の若年層が頻繁に使う「わじわじするJ(いらいらする)は島北部の 3人が使う

ようだが、 Tは古仁屋で使われないと答えた。

耕輔で「穴を開ける・穴が開く」を「穴をほがす・穴がほげる」と言う。名瀬出身

のFとNはこれが使われると答えたが、笠刑のHと古仁屋のTは使われていなし、と

言った。「怪我する」を意味する「手をいたます」についてもまったく同じ回答パター

ンが見られた。しかし、同じ意味の「手をやます」は、 Fは使うと答えたが、 NとH

は、これは中年層以上のことぽだと答えた。 Tもこの表現は「若者は少し使う」とい

う使用状況に関する情報をくれたほか、「あの人はやましている」という使用例を挙げ

て、しかも外傷よりも病気の場合に使われるという情報を提供してくれた。「いたます」

や「やます」陪標準語の「痛む」と「病める」と関係しているのは間違いないが、こ

れらの語形応現代の標準語で使われることはない点から本稿では方言語糞に分類した。

桝縄で使われている新しい方言は奄漢には伝わっていなし場合がある。例えば、沖

縄で使われている「自動車教習所」を意味する「自蜘は4人共使わないと答えた。

4人のコメントは次同重りである。 F:奄美のおじさんは「自蜘を使うが、今は「車

船。 N:市誹感がないが、自分は「車校Jを使う。奄美では中年からも「自蜘を

聞いたことがない。 H:糊縄で「自蜘を聞いてびっくりした。自分は「車枕。奄美

の中にも出或溜まあるようで、北部の3人が答えた「車枕に対して、古仁屋のTは

「自枕を使うと答えた。

奄美出身の 4人の意見が分かれる項目があった。ウチナ」ヤマトヮグチで、「当た

っている」を「合っている」の意味で使う。問えば、「この伝票に書かれている数浮は

あたたっていると思います」などと言う。そして、「むちゃむちゃする」ということば

は「べたべたしている、ねちゃっとしている」という意味で使土オLる。「当たっている」

は使わないとFもTも言ったが、Nは自分は使わないけど、聞けばそれほど遺抗措を

感じないと答えた。笠矧l出身のHはこれを使う。そして、「むちゃむちゃしている」
に関しても使うと答えたのはHのみである。なお、こうした積置の場合にIL'酒目される
のは、インフォーマントが調査に引きずられて、実際に使わないのに、「使う」と答え

てしまうということである。しかし、今回そうした心温は要らないようである。とい
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うのは、 Hは「何気なく」答えたのではなく、深く考えて、意味領域の言鴇田に関する

補足までしてくれた。それJ士すなわち、 fli'uちやむちゃしている』は、『べたべたして

いる』の意味ではあるが、べたべたした人間関係のような場合には使えなしV という

コメントであった。

耕輔の若い人の聞で「ならんJ(だめ)という表現はよく使われている。語源的には

「成る」の否定形だが、標準詔と「ならん」という語形がないので、本稿で方言語葉

として取り上げる。奄美の4人は使わないと答えた。 Tはこの意味で使われる表現と

して「いかん!Jを挙げたが、これは琉球語地域の独特な言い方というよりは西日本

共通語の言い方であろう。同様に、沖縄で若い川瀬準語のつもりで使う「あらん」

漣うよ!)という言い方がある。笠利のHは「あらんどお!Jという形で使うと答

えたが、他の3人は「使うならば、伝謝坊言の中でま洋寄りが使うだろう」のように

明断したのである。

3. 語形古切影時冒と同様で意味の異なる語葉
以上では語形自体力1標準語にない方言語葉を見たが、次に崎~:地帯準語と一致す

るものの、意味が異なるものを見ょう。例えば、神網では f(タオルなどを)交換する」

という意味で「交代する」と言う。今回のインフォーマントは4人ともこれを猷亘に

使うと答えた。

「すばらしい、良い」を意除する「上等」に関して3人は使用すると答えたが、 H

は「去年寄り」の表現と判断した上、自分の世代は「いいやあ」を使うと答えた。今

回の調査項目にはこのような標準語と同形のものが数項目入っていたが、いす":h，も北

部の3人は使うと答えた同調して古仁屋出身のTは樹コないと言った。ちなみに、

Tの父母も古仁屋の生まれ育ちだが、祖父は商売を始めるために四国からやって来た

と言う。筆者が奄美で感じたのは同じ高年話者でも北部は標準語が苦手〈靴りがある

など)だが、古仁屋は地方のお年寄りと思えないぐらし標準語がうまいということで

ある。本人たちに言わせると、日露戦争から古仁屋にはよそ者が集って来ており、方

言の分からないλJが賛助耕土会で大勢暮らしていた。そのため、古仁屋の人にとって、

標準語というのは学校で覚えるだけの言語ではなく、日常生活で使う言語だったと言

う。今回の調査でも、都市の名瀬を含む北部は古仁屋よりも方言を使っている同橡を

受けた。

次に奄美北部の3人は使うと答えたが、 Tは使わない3項目を見ょう。まず、標準

語の「味見する」を意味する「除する」は例えば「これおいしいかどう泊ゆからんか

ら味して」のように使われる。また、「着る」を意除する「つける」は例えば「私はい

つも13号サイズをつけている」のように使う。そして、「ずるしリを意味する「いん

ちき」は「父さん、妹だけl己主胡Z子あげるなんていんちきさー」のように使用される
のである。

科縄では「にーにー(お兄さん)は本島の高校をあるいている」のように、習慣と

して行なっている行為に「あるく」という語を使う。元々は(神師などのようゆ「海
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で生計を立てる」時に使われていた。そこから「車で歩いているJc3芯畠機関を手I即す

るのではなく、自動車を使った生活を送っている)という意味まで広がり、現在は社

会人ではなく、このように学生について使土オLる。「高校あるいている」を使うと答え

たのは、 F氏である。 N氏とH氏は2人とも、自分は使わないが中高年の人なら使う

と答えた。しかも、 Hは「海を歩いている」という本来の表現出航で使われないと

言った。 Tは古仁屋では聞いたことがないと答えている。なお、この「歩く」の伎役

形も榊唱にあり、喰臨する」は「車を歩かせる」とも言う。今回の調査で 4人とも

これを使わないと答えている。

新設臨紺披でゴミのことを「チリ」と言う。西日本各地において「ちりばこ」とい

う言い方が広く使用されているが、沖縄などで「燃えないチリの日」や町佐汁Lに

あるチリ捨て場」のように標準語と異なる使い方も見られる。奄美で筆者がゴミ用の

ポリバケツの横に手書きで嚇えない塵むと書カれているのは見たことがあるので、

奄美で使われていることは分かつている。それどころ泊癌児島市でも普通に使オオLて

いる。しかし、少なくても今回の奄美若年層インフォーマント3人にとって使用語業

ではないようである。 4人目のHでも rwチリ捨て場』や『チリ捨て箱』なら使うが、
『燃えるチリ・燃えないチリ』出樹元ある」と答えた。

標準語と同形の方言の場合、当該地域の話者はそれが方言だと気づかなし場合があ

る(ロング1鈎3)。今回の調査で注目したのはこれらの使用特珊であり、特に標準

語だと思っているかどうかという意識について尋ねていなかったが、インフォーマン

トは「方言調査なのになぜこの表現について尋ねているのか」という反応を示した。

このことから、インフォーマントにとってこれらは「疑彩塀斡讐語」に当たると言えそ

うである。鳴量似標準語」と「ある地域の話者陪標準高官だと思い込んでいるが、実際に

は全国で標準語として通用しない言語事動である。ワチサ」ヤマトゥグチおよびト

ン部監苦と分類される言語事象にはこのように標準語だと地元が思っているものもあ

れば、地元の人がそこでし材置じないと分方りているものもある。今後「言語意識調

劃または「場面による使しゅけ調劃によって、ウチナーヤマトゥグチおよびトン

普通話の賦以標準語の剖扮とそうではない剖扮をはっきりさせる必要がある。

これまで見て来たように被調査者の答えに違いが見られた項目もあったが、 4人と

も「使わないし、奄美で聞かない」と答えたワチナ」ヤマトゥグチの項目は、「花園係

りJ(花壇係り)、「コンサート会場はいっばいしていたJG丞んでいた)、「コンパは2αm
円出るJ(2αm円かかる)、「斬凶ZせまいJ(きつ川、「白鳳(自動車教習却の四つ
である。

4. 文法事項

ウチナ」ヤマトゥグチと共通して使われるトン翫薗部乙は次のようなものがあった。

まず、文法事項を見ょう。動調副晶去否定形く~んかった>は、 4人共使うと答えた

が、 H泊;.wtlとして「来るっち思ったんぱ、来んかったどー」と話した。一段鵡司の否
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定形には五段仕須象が見られる。 4人共、「起きる」の否定形には「オキラン」も「オ

キン」も両方使うと答えたが、意味の違し中使い分けは特に意識していなし、と言う。

対 1'1の一部信崎なめではこうした一段動調の否定形の五段化は最も短い麟司儲

幹が一拍である出る、見る、着るなめに限られるが、この榔ヲは奄美の離司にはな

いようである。

奄美や耕輔は、九州などG!s能を除いた)西日本各地と同様、状況可能と能力可能

を区別している。持網のワチナ」ヤマト世グチ手で般に使われる能力可能は例えば、

「英語話しきれん」である。これJ土丸洲の「話しきらん」に由来するが、いわば二重

否定になっている。奄美の4人の若年層インフォーマントは主に「あんな難しし中は

書ききれんJ(能力可齢と「ベンはインキがなくなって書カれん'J (:状況可闘のよ

うに使い分けていると答えた。九州のように能力可能に r~きらん」も聞くと答えて

いるが、耕輔と同様 r~きれん」が優勢である。

ウチナーヤマトゥグチで良く荏題となるく受身+ている〉は奄美でも使われる。同

じ状況でも「飾つである」より「部屋に花が飾られている」は自然に聞こえるという

回答を得た。

ウチナーヤマトゥグチのモダリティ表現「ハズJ(だろう)と「ワケJ(の)がよく
取り上げられるが、奄美でも使われるようである。今回の4人は両方を使うが、名詞

の場合は「だ」も「な」も若年層には不要になってきているようである。インフォー

マントFとNの2人は「あの人、先生だ肘Jc7世だろう)と「そうなわけ?J (そ
うなの?)を使うと答えた。 Hは「だl討勺以外に「先生I討皐」も使う。そして、「わ

け」に関しても「そうだわけ」、「そうなわけ」、「そうわけ」を3っとも許容していた。

一方、古仁屋出身のTは「ダハズはおかしい、先生ハズしか言わない」と答えた上‘

「わけ」に関しても「だ」が入るのがおかしいと判断し、「そうなわけ」か「そうわけ?J

しカ疲わなし、と言った。

話者が自分一人の行動に関して使う意思表現「しましょう」は耕輔のf'i;表的な言い

方である。筆者がこれまで数巨庵漢を訪れたときにこの表現は気にならなかったので、

狩縄ほど使われていなし、かι思ったが、今回の奄美の4人は獣置に使うと答えた。
ウチナーヤマトゥグチでは「名詞+する」の形式が頻繁に使われるが、奄美の若者

は「雑巾する」や「害する」を使わないようである。今回の調査で最も方言を使っ

ている(あるいは知っている)笠刑出身のHだけはこれらの表現を認めた。なお、沖

縄でよく聞かれる「コンザート会場はいっぱいしているJ(込み合っている)という表

現は今回の奄美の若者は(沖縄に来てから耳にするものの)奄美では聞かなカりたと

言う。

狩縄でよく聞く時間の「前後」と関わる表現は奄美の君渚には人気がないようであ

る。「三時あとに来てくださいJ(3時すぎ)はHが「司主酢音に多い」と答えたのみで

4人とも不使用とのことである。「お昼あと」出昼すぎ)も2人し泊載用しな川一

方、「授業あとJ(j受業のあと、授業後)になると、 4人のうち3人が使うと答えた。
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時間と空間の両方の場合に使われる「否定+前J(例:5時にならない前に、役場新子か

ない前に右に曲がる)は4人とも知らないようである。

ウチナーヤマトゥグチには興味深し焼似標準語の文法事項がある。「お前殺される

ど!Jや「ガムもらう ?Jという表現は一見関係がないように見えるが、その背景に

ある原理は同じである。「捕撤されるど!Jを東京で言えば、聞き手は第 3者に殺

されると解釈するが、耕輔では話L手が聞き手を脅か寸ときに使う表現である。つま

り、標準語の受身表現の場合 (f問1えれI~J のニ格に当たる)動併生は一人称で有り

得ないが、ワチナーヤマトpグチにはこうした市闘がなく、 f(俺に)殺されるぞ!J 

という文は成立する。沖縄で言う「ガムもらう ?Jも同様、「第三者に」ではなく「私

に」という解釈が充分あり得る(というよりも、一糊句な理解であるようだ7。言し喰
えれば、標準語の授受表現 (fn劫それに」のニ格に当たる)与え手は一人称では有り

得ないが、持縄ではこうした制約がな1t¥，今回の調査では、「殺されるどやあ!Jや「打

たれるどお!Jのような受身令、「ガムもらう ?Jのような授受表現を使うと答えたの

は奄美北部の3人で、古仁屋のTは使わないと答えたのである。なお、これらの用法

は方言と意識されないいわゆる「疑似標準語」である。

ヨル・トルの使用には個人差が見られる。九州ではこれらはアスベクトを表すもの

で、ヨノレ凶隼行態仔供』ぴトで遊びよる)であり、トJvl説者果態側布が落ちとる)。

九州のヨルは単なるアスペクトであるので、現施形の「ヨル'J(-ている)もあれば「ヨ

ッタJ(-ていた)という過去形もある。しかし、沖縄や奄美のヨッタ同室う。経験中日

と言われる文法事項であり、(1)自分で見たり聞いたりしたことに限る僅史的なで

きごとには使えなし守、 (2)見たり聞いたりした出来事に限るから一人称で使うのは

有り得ない、 (3)現加知ヨ川土甑亘に出ない、という 3つの特徴を持っている。

今回の調査で、ヨッタに関する4人の答えがバラバラだったので奄美の若年層にお

けるヨッタの使用については判断しにくしLまず、 Tは「ょった」という表現自体は

音仁屋にはないと言った。名瀬出身のNb7判明目に来てから聞くようになったと語って
いる。一方、名瀬出身のFは「ヨッタ」という表現を持っているものの、経験相かど

う制苫慶味である。彼ははっきりと「他人がやっている動詞にし由枝えない」と答え

たので、経験相だと思ったが、「見ていないことでも『ょった』が使える」という内省

もしているし、「現泊形でも使う」と語っている。この2つの情報は経樹目という解釈

と合わな同一方、 H出逆に一人称のときにも「ヨッタ」が使えると内省しているか

ら、なおさら判定が難しいのである。

アスベクトのトルを「財布落ちとるよ」のように使えるかという聞いに対して、 F

だけが「使う」と答えた。ほ力的3人は「落ちてる」のみ使うと答えた。しかも、こ

れ陪標準語かというと、そうではないようである。なぜなら、 Hは「財布おちてるで

やあ」という方言の文末詞の付いた例文を作ってくれたからである。

ウチナーヤマトゥグチでは否定疑問文に対する応答め仕方泊源準語と異なる。例と

して次の標準語のやり取りを考えてみる。

A:宿題やっていないよね。
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B:うん、やっていないよ(肯定の場合は「ううん。やっているよ。J)

標準語では、返事の応智司の肯定・否定は、質問文の肯否によって決まる。一方、

ウチナーヤマトゥグチにおいて、質問文の肯否と無関係に、返事は否創怜場合は「い

いえ・ううん」を使い、返事は肯定的な場合は「はい・うん」を使う。よって、以下

の会話になる。

A:宿題やっていないよね。

B:ううん、やっていないよ。(肯定の場合は「うん。やっているよ。J)

4人のインフォーマントのうち、 Nだけはこうした陀答パターンを使うと答えた。

さて、沖縄では、 r~ましょうね」という表現をよく耳にする。標準語でも「俺、止

めようかな」のように、観勝形が意思表現として使われることがあるが、狩縄の r~

ましょうねJIj標準語の同形の表現に比べて観誘ではなく、一人だけの意思を現わす

場合が多'v¥例えば、筆者は舛縄のファーストフードJ居員に言われたのは「出来上が

りましたら、テープノレまでお持ちしましょうねだった。この使い方ι滑景には宕続
方言の言語干渉があるようである。伝統方言では、「さびら」陪標準語の「します」に

も「しましょう」にも相当する表現である批嘉光抵私信20ω)。例えば、「あ寝耳し、

します」は「うにげーさびら」と言う。一方、「ゅんたくさびら」は「語り合いましょ

う」と言う。今団の4人のインフォーマントのうち、このf判働旬な r~ましょう」は

地元で使われていないと答えたのは、名瀬のFとNである。笠利のHは、文末詞の

「ね」は使っていなかったが、地玩でも「貸してくださしVのことを「借りおうやあ」

と言っていたと答えた。そのためか、 t判明目に来てから、 t林働旬な r~ましょうね」に

対する違干日感がなく、それを自然に受容したと語った。古仁:屋のT は耕輔的な r~ま

しょうねJI土地元で使オオLていると答えた。

これと同じ回答:パターンが見られる別の文法事項があった。沖縄で「やらんどこう

ねJ(または「やらんとこうねJ)という表現がある。直訳すると「やらないでおこう」

という否定的な観麟形になるが、東京ならむしろ「やめよう」のような反対語の肯定

的脅煽務闘Z自然であろう。濁らない「やらんとこ」は西日本で広く分布している。北

部のFとNとHは濁る榊恥形を使わないと答えたが、南部のTは「やらんどこ」

と「やらんでおこう」の両方が地元で使土れていると語った。

また似たような表現が狩縄にある。「今日は雨降ってるから学校いかんこーやっさ」

のように、「ど」や「と」が入らなし守移がある。これについて 4人とも使わないと答

えた。

t市冊旬な文末詞は奄美で使われていないようである。例えば、「昨日、台風来たぱー
よ」懐たんだよ)や「何回も言っているやし!J、「おいしいさー」のように「ぽーよ」、

「やし」、「さー」は4人共使わないと答えた。

狩縄では伎役の使い方地帯準語と異なることがある。「携帯番号ならわして」のよう

に「教える」という意味で「ならさす」情わせて)という言い，jjが使われる。奄美の

4人は皆これが使えないと答えた。彼らは「ヒ7ノ:習わしている」や「しゃみせん宥

わさせようかな」のような言い方ならすると答えたが、これらの言い方は (rさ」入れ
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ことばになっていることを別として)標準語の使い方に類似するので、桝縄の言い方

と異なると単勝子すべきである。

臓臨の伝統方言において、所有関係を現わす「ぬJ0標準語の「の」に当たる)は
一般名の後に付くが、f協調や固有名詞の後では使われなしもしたがって、「太郎の剥
は「太郎本」となる。このように、「ぬ」を挟まないことを「ぜロ形王むとも言う。奄

美の4人はこのようゼロ形式の言い方は固有名詞の場合にしないと答えた。なお、伝

統方言のf協調の後ならゼロ形式ゆ言い方をすると答えたが、これは生画。なYト Jレ
というよりは、いくつ何状まり文句的な言い方の場合に表れる特徴である。例とし

て全員は似たような言い方、すなわち「わきゃ島J(F、 N、回や「わきゃー島J(F、

N、T)を挙げていた。
なお、「文混同事項というべきか、構文統語鶏ではなく語形成と関わる形態論的

な特徴も調査項目にあった。 f神尾の若年層話者は「ピンク色の」という意味でくピン
クい>を使う。奄美のインフォーマントは4人共これを使うと答えた。これはもちろ

λ危彩語繋の桶苔Jm嗣 L黒い、白い、赤い、青川への連想によって生じた語形で
あるが、奄美のインフォーマントはこの「外来語+い」の使用に制H邸主あることを指

摘している。 1つは、この語尾の生産性ではなく、「ピンク」という語に限る点、つま

り、「ベージュい」や「シアンい」、「モーブい」と言えるわけではない。もう 1つは、

この語尾は基本形と言える連体形・終止形に限り、「ピンクかった」、「ピンクけれ，j;fJ、

「ピンクくない」などと活用できるわけではないという点である。

同じような瑚輪的なものとして挙げられるのは「腐る」を意除する「腐れる」で

ある。これを例えば、 「ハプに1噛まれると筋肉が腐れる」のように使う。この言い方

は古仁屋のTを除いて、インフォーマントの3人が使うと答えた。興味深いことに、 T

が「畜生!Jという感じで「腐れぇ!Jを使うと言ったが、これは「腐る」の命令形

に由来寸ると恩われる。

5. あ滑りに
今回の調査はワチナーヤマトゥグチとトン翫菌吾との違いを探るものとは言え、一

方的な確認しかしていなしもそれJ土つまり奄美の人にワチす」ヤマトワグチの吾、方

を挙げて、それを地元で使っていたかどうかを確かめただけである。反対に、これま

で奄美のトン翫重語の例として文献に出て来た表現を使うかどうカ切チェックはして

いなしLそれを確認するためには沖網出身のインフォーマントの調査が必要である。

しかし、「トン獣爵副こあってワチす」ヤマトワグチで使われない」言い方の有力候補

がいくつかこれまでの参与観察から浮かび上がっている。例えば、奄美で「億味が)

通じる」という意味で「うつる」を使い、「意誠己がうつらんままでしゃべり続けた」の

ように言う。これまで数人に確認して、神綱本島古車じないとの巨昨年を得ている。今

回の4人の奄美出身者を対象にした調査でも自由巨熔としてこうした情報を少し得て

いる。例えば、持縄で使って通じなかった例として「しまいっちぱ!Jを挙げていた。

「しまい」は標準語の書き言葉にもある推量表現の否定形で、「っち」は奄美の典型的
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な引用表現(標準語の「って」に当たる)である。ただし、奄美のインフォーマント

はこれがむしろ標準語の「しないといけないよ」に相当すると言っている。沖縄の人

が分からなかった。もう 1つの「耕輔で使って通じなった」例として「あふぁじらー」

を挙げた。これを「気まずい」や「語読主い」の言動と説明している。今後、ウチナ」

ヤマトゥグチとトン翫直語との違いをこのように、奄美個Iゆらも検証する必要があろ

っ。
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ロング、ダニエル((010) r奄美ことばの言語景動 『東アジア内海の環境と文叫
(内山純車中井精一、中枕崎層、日本潟総合研究プロジェクト報告5)174-2∞ 

桂書房

ロング、ダニエル((010) r言語酎鎖的も見たウチサ」ヤマトゥグチの分劃 『人文
学識j4鎚:1-30 

(Daniel Long・首都大学東京輯望日


